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合
唱
部
が
定
期
演
奏
会 

 

金
沢
学
院
大
学
合
唱
部
の
第

十
八
回
定
期
演
奏
会
は
一
月
二

十
五
日
、
金
沢
市
ア
ー
ト
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

部
員
七
人
と
Ｏ
Ｂ
ら
合
わ
せ

て
十
四
人
が
、
山
瀬
泰
吾
金
沢

学
院
短
期
大
学
講
師
の
指
揮
、

吉
村
絵
里
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏

に
合
わ
せ
て
、
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。
校
歌
、
学
園

歌
に
始
ま
り
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン

グ
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
名
曲
な
ど

を
歌
い
ま
し
た
＝
写
真
左
。 

 

た
▽
面
接
の
質
問
を
予
測
し
て

練
習
す
る
▽
自
分
の
し
た
い
こ

と
を
き
ち
ん
と
話
す
―
な
ど
と

具
体
的
な
ポ
イ
ン
ト
も
示
し
ま

し
た
。 

一
月
二
十
三
日
に
金
沢
市

の
県
青
少
年
総
合
研
修
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
表
彰
式

で
、
そ
れ
ぞ
れ
総
合
優
秀
校
、

女
子
優
秀
校
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
相
撲
の
矢
鋪
光

太
郎
君
が
団
体
優
秀
選
手
の

代
表
で
壇
上
に
上
が
り
ま
し

た
。
大
澤
恵
介
、
大
和
田
利

江
の
両
教
諭
が
指
導
者
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。 

 

相
撲
部
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

を
初
制
覇
、
金
沢
大
会
で
準

優
勝
し
た
の
を
は
じ
め
、
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
部
、
卓
球
部
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
柔
道
部

な
ど
が
活
躍
し
ま
し
た
。 

 

（
同
、
ユ
ー
ネ
ッ
ト
）
の
五
人

の
皆
さ
ん
で
す
。 

 

講
師
の
学
生
は
こ
の
ほ
か
、

▽
反
省
点
を
メ
モ
し
て
集
積
す

る
▽
就
職
対
策
講
座
が
役
立
っ 

 

金
沢
学
院
大
学
の
就
職
教
育

講
座
「
内
定
者
に
聞
く
」
は
一

月
十
八
日
、
４
号
館
講
堂
で
開

か
れ
、
四
年
生
の
就
職
内
定
者

五
人
が
後
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
し
た
。
講
師
の
学
生
か
ら
は
、

「
大
学
で
何
を
学
ん
だ
か
を
自

分
の
言
葉
に
ま
と
め
て
話
せ
る

と
い
い
」
「
就
職
活
動
は
長
く
、

不
安
で
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
る

が
、
一
人
で
悩
ま
ず
家
族
や
友

達
、
就
職
指
導
部
に
相
談
す
る
」

な
ど
の
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

講
師
を
務
め
た
の
は
、
西
田

有
喜
（
文
学
部
、
就
職
先
は
大

和
）
、
今
井
麻
里
（
同
、
商
工
組

合
中
央
金
庫
金
沢
支
店
）
、
中
川

靖
久
（
経
営
情
報
学
部
、
真
柄

建
設
）
、
丸
山
苑
美
（
美
術
文
化

学
部
、
ウ
オ
ロ
ク
）
、
徳
山
真
一 

不
安
あ
っ
て
も
一
人
で
悩
む
な 

何を学んだか 自分の言葉で 模擬面接に臨んだ短大生＝４号館３階 

 

 

金
沢
学
院
短
期
大
学
の
模
擬

面
接
は
一
月
二
十
二
日
、
４
号

館
で
行
わ
れ
、
今
春
か
ら
始
ま

る
本
格
的
な
就
職
活
動
に
向
け

て
、
一
年
生
が
緊
張
し
た
面
持

ち
で
臨
み
ま
し
た
。 

 

県
内
企
業
の
採
用
担
当
役
員

を
招
い
て
面
接
係
を
務
め
て
も

ら
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生

は
、
実
際
の
面
接
の
雰
囲
気
を

体
験
し
て
、
個
別
に
助
言
を
仰 

ぐ
こ
と
で
、
就
職
活
動
に
取
り

組
む
意
識
を
高
め
ま
し
た
。 

 

面
接
係
は
希
望
の
職
種
を
選

ん
だ
理
由
、
こ
の
短
大
に
進
学

し
た
動
機
、
在
学
中
に
取
得
し

た
資
格
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。
中
に
は
返
答
の
際
に

緊
張
し
て
言
葉
に
詰
ま
り
、
面

接
係
か
ら
「
何
を
伝
え
た
い
か

ま
と
め
て
」
な
ど
と
助
言
を
受

け
る
学
生
も
い
ま
し
た
。 

短
大
生
、
面
接
の
練
習 

就
職
活
動
へ
準
備
着
々 

 
就職活動を振り返って後輩にアドバイスする就職内定 
者。右端は司会の田邊正彰教授    ＝４号館講堂 

大学の就職内定者が後輩に助言 

東
高
の
県
高
校
総
体
成
績 

総
合
３
位
、
女
子
２
位 

 
総合優秀校の表彰を受ける東高生 

 

金
沢
学
院
東
高
校
は
平
成

十
九
年
度
の
石
川
県
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
の
男
女
総

合
成
績
で
初
め
て
３
位
に
入

り
、
特
に
女
子
の
部
で
は
二

位
と
大
健
闘
し
ま
し
た
。 

発
行
・
広
報
室 

英
語
の
な
ま
り
に
触
れ
る 

 

金
沢
学
院
大
学
文
学
部
国
際

文
化
学
科
の
特
別
授
業
「
世
界

の
諸
英
語
」
は
一
月
二
十
九
日
、

３
号
館
教
室
で
行
わ
れ
、
学
生

は
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

韓
国
、
タ
イ
か
ら
の
留
学
生
と

会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
英
語

の
「
な
ま
り
」
に
触
れ
ま
し
た
。 

ユ
ー
モ
ア
デ
ザ
イ 

ン
学
ぶ
特
別
講
義 

 

短
大
ふ
る
さ
と
創
造
授
業 

金
沢
学
院
短
期
大
学
の
ふ
る

さ
と
創
造
学
習
授
業
第
三
回
特

別
講
義
は
一
月
に
十
四
日
、
４

号
館
講
堂
で
開
か
れ
、
金
沢
美

術
工
芸
大
学
Ｏ
Ｂ
で
大
分
県
立

芸
術
文
化
短
期
大
学
の
根
之
木

英
二
教
授
が
「
ユ
ー
モ
ア
デ
ザ

イ
ン
と
ふ
る
さ
と
創
造
」
と
題 

し
て
講
義
を
行
い
ま
し
た
。 

学
生
約
百
人
が
、
見
る
人
の

心
を
和
ま
せ
る
面
白
デ
ザ
イ
ン

に
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

講
義
を
行
う
根
之
木
教
授 


